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溶液内に於ける溶賀分子の擴散遐動 を起す原動力は,滲透壓であると考へられ
る。盤 し鑛散運動 に就いて考察 しや うとする時は,溶媒の抵抗 を考に入れねばな
らないD
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てゐる・,uが 鱒 し拗 ろと ・はilti一つれ姻 快膿 勲 嫐 る.xは 外
液を注ぎ込むxl.1で,鹸れて外液の水面ρ高 さを示す様になつてゐる,Sは:3}tTz
の攪拌器で水銀で氣密Kし てある。Eは 外濠の電氣抵抗 を測る白金電極である・





ひ込んで固 く活栓を閉ぢてあるCを 氣胞の生ぜない様に注意Lな が ら1に 挿入
するC次 いでコルク栓Qを パ ラフィンで完全1.こ閉鎖 し.,.1の頭が全 く水中に.隱れ





_.麌麹;着手するに先疫ち果 してこの装置に於て透過が完全に行はれ るか何 うか
1)製法,物 理イヒ學の麺皇歩第三卷第一斡3頁
一(原 報)一
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對 してモ細管液面の移動速慶を測 り、これを直角座標に示 して得た直線の傾斜で
定めた。異つた濃度に就て此 くの如 くして得た諸直線は全 く相重ねる事は出來な
かつたけれ ども,然 し常に正 しく相干行するのを見たので濃度は異つて來て も向
一膜では透過変に燮化を來さない ものと見傲す事が出來 る。
貿驗績果
滲透壓 撃及び外液の電氣抵抗 ρ の時間的變化を測定 した賓測値の・一例 を示せ
ぱ第二表の樣であるc
エ)(:ompt.Ren己.doLabomtoi■edeC3τBberg,_as(1917)
2)物 理 化 學 の叢 歩 第 三巻 第 一 斡P・1
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第二圖はこれ等 を圖示 した ものであ7,第三表は第二圜か ら得た値である。
第 三 表
貴驗寄腕 時 聞 珍迸慨(堵)簸 毳電i實鰍1時 間 滂透雕 「外液の電〔畢)1氣篭抗
(分) Ht')(t一 一)1 (分) 〈,n,.HaO
i
(オ_ム}
1 SO 174 soo.: i<o 1;1 ユu1.9
100 ua 171.3 tao 1G9 ias.i
lEO icc ]u1.3 1CO 167 ユ24.8
140 ica ユ38.8 iso icy 亅16.0
160 158 1:1.9 :00 工63 103.1
iso 1融 118.8 .oi16] Los
zoo lb3 108.9
zsa 148 100.8 In sa lug ｰn,.一
.「 一 100 is: 113.9
n 80 176 188.u 1.'0 16+i 154.7
工GO li9 1707 140 τ4s 了39.2.
一(原 報)一
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て小 さくなる ことを示 してゐるg
第 四 表
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r}一 丿駐 力 ・n.θ些の
囀 考〕.
膜の透過測定に際 し若 し毛細管内の液面の移動速動がr透 粟と對撹壓との差iz
to例し他に何等障害が起 らなかつたならば如何なる濃度の液を用ひて も内外兩液
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　 か
(但 ひP'唖 菅現 儀・恥 よ#■t-t・40,乞り
値 を得る事が出來なかつた。亦一旋實驗に使用した膜 をよく洗滌 した後同樣にし
て零嬾 院 を行つて見ると第四岡0撫 こ日繝 の經過 と共に甚 しく異つた直線を彳a
ita此の原因.は明でないが膜の吸清現象が3ja大な原因の様に思れる。
絡 りにのぞみ本研究は堀場研究室にて行ひたるものなる事を附記 し絡始御惷切
なる御指導を賜 りたる堀場歡撹に深 き.感謝を捧 ぐo
一 俶 紐.)一
